筆記課題
「木造住宅の内装施工」
	注意事項
１：制限時間　60分
２：注意事項
（１）　指導員の指示があるまで問題は見ないでください。

（２）　解答用紙に入所期、番号、氏名を記入してください。

（３）　机の上には筆記用具及び電卓以外のものは置かないでください。

（４）　電卓の使用は許可しますが、携帯電話の使用（電卓機能の利用も含む）はできません。携帯電話の電源は切るか、マナーモードにしてください。
（５）　試験中、質問がある場合は挙手してください。ただし、問題の内容に関する事については答えることができません。




	入所年月
	番号
	氏名
	合計点

	平成　　年　　月入所
	
	
	／100 


１．次の問いに答えなさい。
1 床板の施工時に「乱張り」をする施工上の理由を記述しなさい。
◆ 施工上の理由
	床施工の中で最も多い施工不良が「浮き」と「床鳴り」があります。その前者の

	原因となるのが仕上げ材の接着不良や下地材の取り付け不良などがあげられます。

	下地材の床板を施工する際に短手を同一根太上に揃えると床板の反発が集中し

	そのまま仕上げ材を押し上げ、「浮き」の原因に繋がらないように短手を交互に

	取り付ける事により反発を分散させる目的があります。


2 クロス施工における糊付けで「オープンタイム」をとる理由を記述しなさい。
◆ 理由
	壁紙は、裏に紙が裏打ちされていて2層になっています。糊付けをすると

	壁紙は多少伸縮するので、糊が乾くまでに1層目が縮んでジョイント部に

	開きができないように糊付けを壁紙に十分馴染ませるためのもの。

	


3 クロス施工におけるクロス（壁紙）の「天地」を揃える理由を記述しなさい。
◆ 理由
	使用する壁紙の種類で柄物を貼る場合は、似たような模様が逆さまにならない

	ようにするためと無地の壁紙でも天地を逆さまに貼ると光の当たりぐらいで

	ジョイント部がはっきり分かる場合があるため。壁紙は製造する機械の個体差な

	どが出るので、同一機械による同一日で製造された製品にロット番号を付けます。


２．各種施工においての「危険予知活動」と「安全に配慮した作業方法」を記述しなさい。



① 床施工
床施工（床下地作業・床仕上げ作業）
◆ 危険予知活動
	周囲への声掛け、無理な体勢で作業しない、インパクト取扱注意、

	周りに気を付ける、足元注意(段差)、工具の取り扱い注意、材料の運搬

	


◆ 安全に配慮した作業方法
	※記載内容を担当指導員が評価・採点

	

	

	


② 天井施工
天井施工（天井下地作業・天井仕上げ作業）
◆ 危険予知活動
	高所作業（落下物注意・足元注意）、周囲への声掛け、工具の取り扱い注意

	材料の運搬、無理な姿勢で作業をしない、保護具の着用


◆ 安全に配慮した作業方法
	※記載内容を担当指導員が評価・採点

	

	

	


③ 壁施工
壁施工（壁下地作業・壁仕上げ作業）
◆ 危険予知活動
	高所作業（落下物注意・足元注意）、周囲への声掛け、工具の取り扱い注意

	材料の運搬、無理な姿勢で作業をしない、保護具の着用


◆ 安全に配慮した作業方法
	※記載内容を担当指導員が評価・採点

	

	

	


３．次の問いに答えなさい。
使用工具の中で最もケガが起きやすい「鑿の取扱い」において、安全を配慮した使用方法を記述しなさい。
◆ 安全に配慮した使用方法
	・保護具（作業用グローブ、当て布 など）を使用する。作業スペースを確保し、

	安定した姿勢で作業を行うように心掛けた。

	・休憩時間は、鑿は道具箱に片付け、研ぎ作業の時でも鑿だけの持ち運びをせずに

	必ず端材を刃先に当て、布で覆って持ち運ぶようにした。

	・常に作業場の整理整頓を心掛けた。


４．これまでの内装施工実習における工夫（配慮）や改善点など、作業全般を通じて気付いた点を記述しなさい。

	※記載内容を担当指導員が評価・採点

	

	

	

	

	


　　 

どのような危険に対して　どのような作業を行うことにより　より安全が確保できるか！





作業工程の工夫（配慮）、施工上の工夫（配慮）、安全に関わる工夫（配慮）、


清掃の工夫（配慮）、作業に関する改善点　など
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